














































































調査時期：2004 年 3―4 月。
協力者：都内または近郊で働く 20―40 代の女性で、調査の趣旨を了解した 10 人（平均年
齢 30.40 歳、標準偏差 4.45 歳）。対象者の属性は、婚姻状況について、未婚 7、既婚（子なし）3
であった。業種については、サービス 5、メーカー 1、金融 1、ＩＴ 1、通信 1、公務 1 で
あった。職種については、事務 7、テクニカルサポート 1、ディーラー 1、Web 管理 1 で










































Table1 に示した 6 つのカテゴリーを得た。
























調査時期：質問紙調査を 2 時点にわたり行った。調査時期は第 1 回調査が 2004 年 7 月下
旬―8 月上旬、第 2 回調査が同年 9 月下旬―10 月上旬であった。
協力者：企業においてフルタイムで勤務する 20―40 代の女性労働者を対象とした。研究
趣旨に賛同した企業ないし知人を介して、紙面あるいは e メールで調査用紙を送付した。
回答された調査用紙は郵送あるいは e メールで回収を行った。第 1 回調査での配布は 261
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件、回収は 166 件（回収率は 64%）、第 2 回調査での配布は 257 件、回収は 142 件（回収
率は 55%）であった。以下での分析対象は、両調査を通じて有効回答の得られた 120 人
（平均年齢 31.85 歳、標準偏差 7.77 歳）とした。
対象者の属性１）は、婚姻状況について 75.00%が未婚、25.00%が既婚であった。職種に





















3．内的動機づけ：田尾（1987）による内的動機づけ尺度の 7 項目（4 件法）。全項目につ
いて合成得点を算出し以下の分析に用いた。α= .82 で高い内的整合性が確認された。





水準）、内的動機づけあるいは孤独感を従属変数とする t 検定を行った（Table 2）。その結
果、質的負荷と量的負荷に関して、いずれの指標においても有意差が得られた（質的負荷にお
いて、内的動機づけについては t (200) = 3.90, p <. 001；孤独感については t (200) = 3.04, p <. 01；量的
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質的負荷                                                      一致群                                 不一致群                              
                                                      n           128                                     74                                       
                                                                 M                SD                    M               SD                    t       
                  内的動機づけ                              2.55            0.48                  2.40            0.56                  3.90  ***
                  孤独感                                       1.57            0.36                  1.64            0.43                  3.04  **
量的負荷                                                      一致群                                 不一致群                              
                                                      n           93                                       95                                       
                                                                 M                SD                    M               SD                    t       
                  内的動機づけ                              2.56            0.45                  2.44            0.55                  3.25  **
                  孤独感                                       1.55            0.36                  1.66            0.43                  5.02  ***
対人負荷                                                      一致群                                 不一致群                              
                                                      n           70                                       47                                       
                                                                 M                SD                    M               SD                    t       
                  内的動機づけ                              2.48            0.61                  2.44            0.49                  0.71  ns
                  孤独感                                       1.67            0.52                  1.65            0.46                  0.35  ns
Table 2 3種の業務ストレッサー別に見たサポート一致／不一致による t 検定結果
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